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研究成果の概要（和文）：米墨戦争での獲得地に奴隷制度を拡大させないとする、1848年のフリーソイル党の政変は、
南北戦争に至る一コマとして一国史の範囲で解釈されてきた。しかし、グローバル・ヒストリーの見地からは、18世紀
中頃から19世紀中頃までの間に、北大西洋海域で作動した、ヨーロッパから周縁地域へのリベラリズムの波及と蓄積の
メカニズムに注目される。アメリカでの奴隷制廃止運動のリベラリズムは、このメカニズムによって枠組みを与えられ
たもので、1850年代の共和党への再編過程もそれに左右された。実際には、1848年革命の特にドイツ系政治亡命者によ
る、彼ら彼女らのターナークラブを通しての政治活動や文化運動が重視される。

研究成果の概要（英文）：The political upheaval of 1848 in the United States which produced the Free-Soiler
s was explained as a beginning to the Civil War.  From the view of global history, however, we can emphasi
ze the role of a mechanism which was operated in the Atlantic Ocean from the middle of the 18th century to
 the middle of the 19th century, as a transplanting and accumulating system of European liberalism to the 
peripheries such as the United States.  The anti-slavery movements in the United States were especially in
stituted by the mechanism.  In fact, when we look at the realignment processes of the political parties to
 the Republican Party in the 1850s, we deeply realize that the political refugees of 1848 revolutions in E
urope to the United States, especially, the German Forty-Eighters and their Turner movements were influent
ial to a great degree.
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者は従来、南北戦争前史として、
第二次二大政党制度から第三次二大政党制
度への再編のプロセスを研究してきた。そし
て、1850 年代に登場したフリーソイル党、
人民党（ピープルズ・ティケット）、禁酒主
義政党、ネイティビズム政党（ノーナッシン
グ党、アメリカ党）、共和党の諸等が、第三
政党として競合する中で、次第に奴隷制進展
反対を唱える共和党が勢力を強め、1860 年
には政権政党となるプロセスを検証してき
た。 
そして、一般に移民は民主党を支持する傾
向が強いにもかかわらず、ドイツ系の場合は、
少なくとも 1858 年以降に共和党支持に転じ
たことを論じ、その特異性と同時に、民族文
化的な支持懸案の重要性を指摘してきた。実
際、カール・シュルツのようなリーダーたち
は、共和党支持を鮮明に表明し、リンカーン
の政府で要職を占めさえした。しかし、さり
とて、なぜ、ドイツ系移民はリンカーンを支
持することになったのか。 
また、リンカーンは共和党左派ではなく中
道であったから、禁酒主義や移民反対の旧ホ
イッグ系と民主党系の一部の意見を、奴隷制
進展反対のイデオロギーで纏めることがで
きたという従来の通史的見解もは誤っては
いない。しかし、なぜ、禁酒主義や移民反対
ではなく、奴隷制進展反対のフリーソイル主
義がプライオリティを得たのか。なぜに、リ
ンカーンに最大公約数を見出せたのか。その
本質的な理由の解明はなされてこなかった。 
研究代表者は、長く、これらの問題に答え
ようし、ドイツ系の詳細な動向の分析が必要
なこと、さらには、カール・シュルツのよう
な重要なドイツ人政治家のみではなく、ずっ
と市井のドイツ人の検証に活路を見いだせ
るのではないかと考えてはきたが、ごく最近
まで、それを実際に解明するための糸口を見
いだせないでいた。  
しかし、Ｄ・Dowe らの Europe in 1848: 
Revolution and Reform や、Ｊ・Ｗ・Evans
の The Revolutions in Europe, 1848-1849
や、Ｌ・Namie ナミエーらの 1848: The 
Revolution of the Intellectuals など、グ
ローバルな視点から、出身地の 1848 年革命
を捉える研究が出てきたこと、またアメリカ
合衆国で、ドイツ系の歴史や文化研究が急速
に進んだことが転機となった。ようやく、
1848 年のフリーソイルの出現、その後の奴隷
制進展反対のイデオロギーの背景に、1848 年
革命のアメリカへの一般の政治亡命者の存
在があるのではないかという仮説を設定で
きるようになり、南北戦争前史における、ド
イツ系移民の貢献について検証する作業を
進めることができるようになったのである。 
特に、このプロジェクトの開始にあたって
は、ドイツ人Mischa HoneckのWe are the 
Revolutionists: German-Speaking Immi- 
grants and American Abolitionists after 

1848(2011)が出版されたことは、画期的であ
った。研究代表者は、現在、この研究の成果
の一部として、この本の翻訳にあたっている。 
 
２．研究の目的 
 フリーソイラーズ（自由土地党員）の出現
による 1848 年の政変は、南北戦争前史とし
て、米墨戦争での獲得地に奴隷制度を拡大さ
せないためであったと解釈されてきた。しか
し、一国史の枠組みを越えて、北大西洋を挟
む歴史の文脈で、この 1848 年の政変を捉え
直すことはできないだろうか。すなわち、18
世紀中頃から 19 世紀中頃の 1 世紀間に大西
洋海域におけるヨーロッパからの周縁地域
へのリベラリズムの波及と蓄積のメカニズ
ムが、アメリカ合衆国でいかに作動したのか。
またそれは、南北戦争へと至る政治過程でい
かなる役割を果たしたのか。すなわち、ヨー
ロッパの 1848 年革命とそれに至る過程、ま
たその後の動静は、周辺地域のアメリカの政
治や社会に、どのような影響を与えたのか。 
本研究では、こうした問題意識から、1848
年革命の政治亡命者フォーティエイターズ
（48 年者)と、それらの人々の本国からヨー
ロッパ各地を通してアメリカ合衆国へと張
り巡らされた広域ネットワークに関する研
究をすることで、1850 年代の政党再編におけ
るドイツ人移民の貢献、ひいては南北戦争の
原因論の一部として、ドイツ人移民を積極的
に評価したい。 
北大西洋海域における、中心から周辺への、
リベラリズムの波及と、それが周辺で蓄積さ
れるメカニズムについては、従来も環大西洋
革命に関する多くの研究で、指摘されてはき
た。それらの研究では、1848 年革命は、この
メカニズムの最終段階として論じられ、穏
健なリベラリズムのアメリカへの伝播が強
調されてきた。しかし、Ｄ・ドウらの研究
を除けば、グローバルな視点から、1848 年の
革命の直接的な影響が問われることはなか
った。ことに、一般の政治亡命者のヨーロッ
パ内あるいはアメリカへの国外移住が問題
にされることはなかった。 
一方、アメリカ合衆国史では、1848 革命の
移住者たちを、「フォーティエイターズ」と
して評価し、彼ら彼女らが、政治や社会に先
進性をもたらしたことに注目してきた。しか
し、カール・シュルツなど著名な政治家とな
った亡命者には言及しても、ドイツのみなら
ずそれ以外からの亡命者にも焦点をあて、ま
た日常的なレベルまで掘り下げ、彼ら彼女ら
の足跡を辿りえたものは皆無に近い。まして
や、世界的な移動のネットワークに注目し、
市井の人間による、人、モノ、ことの総合的
な移動を、1848 年の政治亡命者に見ることは
なかった 
ヨーロッパ史にしろ、アメリカ合衆国史に
しろ、政治亡命者を 1848 年革命の失敗者と
するネガティブな見方に囚われていた傾向
があったからである。多様な出身の一般の政



治亡命者に光を当てることで、そうした偏見
を払拭し、1848 革命の精神をアメリカという
周縁に積極的に移動させた存在として、再評
価する試みがなされるべきである。 
こうした試みのひとつとして、先述のＭ・
ホネックの業績とともに、2009 年に刊行され
た、Ｔ・Ｍ・Roberts の Distant Revolutions: 
1848 and the Challenge to American 
Exceptionalism も注目に値する。この本は
1848 年革命が世界的な奴隷制廃止の理念や
運動に与えた普遍的な影響について触れて
いる。アメリカ合衆国というヨーロッパの
1848 年革命の周縁部で、その理念が、フリー
ソイル党の Free Soil, Free Labor, Free Men
の精神に埋め込まれ、やがて多様な共和党の
中の良心部分を鼓舞するが、そのヨーロッパ
からのリベラリズムの注入は 1848 年革命の
政治亡命者たちによってなされたことが強
調されている。それによって共和党を形成し
た西部の人々の民衆自決の精神に、人民主権
というグローバル・スタンダードの枠組みが
与えられたことを再考する重要な手がかり
を示してくれるものである。 
かくして、フォーティエイターズとそのネ
ットワークの研究が持つ可能性は大きいが、
ここで、その可能性について、まとめておく
と、まず第１に、トランスナショナルな視座
のもとに、アメリカ合衆国史とヨーロッパ史
の接続を可能とするのみならず、アメリカ例
外主義の克服について貢献できることが少
なくない。つまり、①政治亡命者のネットワ
ーク、②結節点での政治空間、③一般の政治
亡命者の活動がまずは具体化される。 
第２に、アメリカ合衆国の政治史では、ア
メリカの二大政党制度を末端から捉え直す
のみならず、その再編成のメカニズムを解き
明かすことにもなる。従来の政治文化史の研
究では、政党制度の再編の過程で共和党が確
立する際に、ネイティビズム、禁酒主義運動
といった民族文化的次元の主張が、なぜ奴隷
制進展反対運動というイデオロギーにプラ
イオリティを置くものになったのかを説明
することが難しかった。しかし、フォーティ
エイターズを考察し、一般のレベルでヨーロ
ッパからの思想の注入があったことを指摘
することで、人民主権の枠組みが、日常的に
言説化されていたことが解明できる。 
 
３．研究の方法 
上記のような研究目的を遂行するにあた
って、まず①フォーティエイターズと、②タ
ーナークラブ（ドイツでのツルネルン運動の
移植）の検証を当面の研究課題とし、それぞ
れに関する先行研究の確認とともに、著作や
彼ら彼女らの文化空間の把握が必要である。
彼ら彼女らの多くは活動方法として、新聞を
発行し、日記をつけ、回想録を書いているよ
うに、自らの主張や、先進の思想を、文字で
あらわし、サロンや貸本屋を開くなどの文字
を介した文化空間を利用した人々であるか

らである。 
（1）フォーティエイターズに関する史料の
読破が必要であるが、まずフォーティエイタ
ーズの定義をしておくと、広義では、それは
1840 年代後半から 1850 年代にアメリカにや
ってきたドイツ語を話す人々を指して使う
ことが多い。狭義では、1848 年の革命の前後
にアメリカにやってきた人として限定して
定義されるが、さらに限定して、1848 年革命
に直接的に参加した人のみを指す場合もあ
る。共通して言えることは、カール・シュル
ツのような著名な人だけではなく、一般の無
名の活動家も多く含まれることである。 
また、1848 年の革命は、ヨーロッパ全体で
同時的に生じた出来事であるので、フォーテ
ィエイターズはドイツ系のみを指すもので
はない。ドイツ系の他に、フランス系、スイ
ス系、イングランド系、アイルランド系、イ
タリア系、スラヴ系の人々など、多様なナシ
ョナリティを背景にする人々を指している。 
もっとも、本研究では、あとで述べるアメ
リカのターナークラブの重要性を認識した
ために、ドイツ系に絞らざるを得なかった。
ドイツ系はアメリカへの亡命者の圧倒的多
数を占める人々で、ドイツ語を話すという意
味では、オーストリアやボヘミアなどの地域
からの亡命者あるいは移民も含まれている。 
Wallman は推定数を７万人としているが、
1848 年前後からの 10 年間にドイツからの移
民のみでも、百万人以上のアメリカへの人口
移出を経験しているので、ドイツ語系の一般
のフォーティエイターズは、実際はかなり多
くの数になる。当初の計画とは違って、途上
のヨーロッパでのネットワークの結節点の
研究では、ヨーロッパ内のリサーチが今後の
課題として残されているが、アメリカでの政
治亡命者の定着地での活動については、ある
程度解明できたといえる。 
（2）さて、ドイツ人移民やドイツ系のアメ
リカ人の過去の研究は、比較的最近になって
進んできたといえるが、フォーティエイター
ズに関しては、Ｃ・Ｌ・Brancaforte 編や、
Tolzman などが詳細な概観をしている。地域
に特化したものとしては、ウィスコンシン州
のウォータータウンを調査した先述のウォ
ールマンが画期的で、その付録に添付された
一般の住民の人名録による情報を通して、ド
イツ人フォーティエイターズの出身地、宗教、
職業などを把握でき、数量的分析を施した。 
 個別の比較的著名な活動家についても、著
作の復刻、伝記などが多く、それらも有益に
活用できた。Ｓ・Freitag らのＳ・Ｖ・ヘッ
カーに関するもの、Trefousse のカール・シ
ュルツに関するもの、また Hephaestus Books
のシュルツ、ヘッカー、アブラハム・ジャコ
ビ、グスタフ・スツルヴェ、フランツ・シー
ゲルらのものは特に有用であった。Ｗ・
Hinners はフリードリッヒ・カップの、
Randers-Pierson は、アドルフ・ドウアイの、
それぞれアメリカとドイツでの活動を捉え



ていて、比較の視点を明示している。また、
Ｓ・Piepke は、マチルダ・アンネケの生涯を
追っていて、彼女を女性活動家の一典型とし
て把握できたことは特記できる。 
（3）フォーティエイターズが創設時に指導
したツルネルン運動のターナークラブ
Turnverein の研究については、Pumroy が研
究史料や文献の膨大なビブリオグラフィを
まとめて、文献解題を試みており、参考にな
った。これは、全国的なターナーたちの活動
の記録やフォーティエイターズの膨大な史
料が整理されたもので、1995 年の間に完成し
た。このプルムイのプロジェクトは、1978 年
に、ターナークラブの体育連盟が 19 世紀末
に創立した体育大学の歴史史料コレクショ
ンを寄贈し、インディアナ‐パーディユー大
学がそれをもとにアーカイブを創設したこ
とを契機に開始されたものである。 
さて、ドイツ人のツルネルンが、ドイツ人
の移民と一緒に、スイス、フランス、イギリ
スにも移植されたことはよく知られている。
しかし、先述のミューラーのように、フォー
ティエイターズたちがアメリカのジャーマ
ンタウンで、ターナークラブを通してツルネ
ルン運動を継続していたこと、そしてターナ
ークラブが社交クラブとして、あるいは政治
的文化的な中核として重要な役割を果たし
たことは、あまり知られていない。 
そこで、ターナークラブの分析に関しては、
ウィスコンシン州のウォータータウンの人
口動態的分析と、ミューラーやマチルダとい
った活動家の回想録から再構成を試みた。プ
ムロイの文献改題には、当初から現在までの
ターナークラブの組織についての調査も網
羅している。全国に渡る創設時から現在まで
のターナークラブの詳細が、付録として記さ
れているが、その中で各州で最初にターナー
クラブが組織化された年月について調べる
と、1850 年代には、全米のほとんどの地域に
まで広がっているのが分かる。 
1850 年代の政治過程でのターナークラブ
の政治化すなわち共和党との関連に関して
も、フォーティエイターズたちが、ヨーロッ
パのリベラルな思想や気風を継続的にアメ
リカに伝える役割を果たしたことを、ターナ
ークラブでの活動を中心に抽出することで
考察を進めた。ことにウィスコンシン州やオ
ハイオ州の新聞や回想録などの史料が多い
地域で、具体化することを試みた。 
 
４．研究成果  
上記のような研究目的、並びに研究方法によ
って知得しえた成果を、次にまとめることに
する。 
（1）1848 年革命の亡命者には、二種類ある。
具体的には、ウォールマンのウォータータウ
ンの調査で把握できるが、一つは、政治亡命
者としてアメリカへやって来た人たちで、10
巻 に 上 る 1850 年 代 の Germans to 
America:Passenger Lists［Glazier］である

程度は、確認が取れた人たちである。彼ら彼
女らは、ドイツからの頭脳流出と言ってよい
ほどに、本国では大学生や知識人で、文筆家、
思想家としてアメリカに根をおろしたもの
もいるが、同時にビジネスやその他の領域で
名を成したものも多い。また、やがて本国に
帰国し、故郷での社会改革に努めたものも比
較的多いのがこの範疇である。 
二つ目には、本国で職人や農業者であった
人たちで、彼ら彼女らもまた、高度の知力を
持つ、思想的には、むしろ先鋭的な存在でも
あったが、従来、難民あるいは一般の移民と
区別されずに扱われて、さほど注目されなか
った人々である。この範疇の人々は、帰国せ
ず、アメリカ社会に定住し、定住地での社会
改革に努めた人が多い。 
1848 年革命の移住者の広域ネットワーク
についても、示唆するものは多い。当時のニ
ューヨーク州、テキサス州、オハイオ州、ウ
ィスコンシン州、ミネソタ州、アイオワ州は、
フォーティエイターズの重要な拠点で、彼ら
彼女らは、ドイツのみならず、フランスやス
イス、そして東欧からも移住してきていた。 
それらの州の都市部やその近郊は、彼ら彼
女らにとって理想郷を作る絶好の実験の場
であった。ホフマンのターナークラブに関す
る通史は注目に値するが、ドイツ人はニュー
ヨークなど大西洋岸の港やニューオーリン
ズ港からアメリカ合衆国に入国し、その後中
西部に渡ってジャーマンタウンというコミ
ュニティを形成した。その過程で運動家たち
は、ターナークラブを拠点に活動し、日常的
には自宅で貸本屋や個人図書館を開き、持参
した書物による知を共有のものにしようと
した。また、定期的にパンフレットを出版し
たり、サロンを一般に開放したりしていた。 
例えば、それは、Anneke の Memoiren einer 
Frau aus dem badisch-pfälzischen Feldzuge 
(1853) や 、 Mueller の Memories of a 
Forty-Eighter(1890）など、自伝や回顧録そ
して著作によっても知ることができた。アン
ネケについては、ピープケにその活動が分か
ると述べたが、彼女はウエストファリア生ま
れのカトリックで、1848 年の革命に参加し、
その年の９月、労働者階級の日刊紙である
『新ケルン新聞』を創刊している。また、女
性問題に関心を持ち、女性新聞も発行してい
る。1849 年７月にプファルツとバーデンでの
革命に敗れ、スイス、ル・アーヴルを経由し
て、11 月にニューヨークに到着している。
1850 年の３月に、ウィスコンシン州のミルウ
ォーキーに定住し、1852 年には男女同権の新
聞を発行している。ニュージャージー州に移
ってからも、文筆でも女性解放運動に尽力し、
禁酒運動や奴隷制廃止運動を支援している。 
ヤコブ・Mueller については、彼の回顧録
が多くを語っている。その Memories of a 
Forty-Eighter1（1896）が 1996 年に英訳し
て再版されている。彼は皮加工業者の息子と
して、ラインラント-プファルツに生まれ、



大学で人文学を学び、法律家になった人物で
あるが、一 1848 年革命では憲法のもとのド
イツ統一、代議制、基本的人権を唱えた急進
派のツルネルンにも参加している。革命直後
の 1849 年６月にスイスを経て親族のいたオ
ハイオのクリーブランドへ亡命した。1848 革
命と同じエネルギーをアメリカでの改革に
そそごうとした人物で、1852 年には共同で、
Waecher am Erie(Sentinel on the Erie)紙
を発行している。1854 年には、オハイオで弁
護士になり、1855 年には、フリーソイル党の
全国大会のオハイオ代表になっている。ツル
ネルン運動を継続させたアメリカでのター
ナー運動にも尽力し、文化面、教育面での改
革も訴えている。1857 年には、クリーブラン
ドの市会議員、1860 年には共和党全国大会の
オハイオ代表を務めている。後にオハイオ州
副知事になり、フランクフルトのドイツ領事
にもなっている。 
 これら両人に見られるように、文字で残す
こと、すなわち、手紙を書いたり、日記を書
いたり、回顧録を書くことが、コミュニケー
ションの手段であったことが理解される。な
かでも、新聞の発行は、ジャーマンタウンの
世論形成において必須のものであった。19 世
紀後半のアメリカのドイツ語のジャーナリ
ズムの進展は著しく、それが文字を介した文
化共同体の構築に貢献したことが、ドイツ系
の人たちの際立った特徴である。 
もっとも移民社会においては、エスニック
新聞は紐帯のために不可欠なものであった
が、それらは一般に故国やアメリカでの情報
を伝える側面が強い。しかし、フォーティエ
イターズたちの場合は、彼ら彼女らの理想を
達成するための理念紹介であったり、世論作
りであったりしたので、政治色が強く、コミ
ュニティ内はもちろん、コミュニティ外にも
強い影響を与えた。 
（2）ドイツ人のツルネルンが、ドイツ人移
民とともに、スイス、フランス、イギリスに
移植されたことはよく知られている。しかし、
先述のミューラーのように、フォーティエイ
ターズたちがアメリカのジャーマンタウン
で、ターナークラブを通してツルネルン運動
を継続していたこと、そしてターナークラブ
が社交クラブとして、あるいは政治的文化的
な中核として重要な役割を果たしたことは、
あまり知られていない。このことをある程度
解明できたことが、今回の研究の成果の重要
な部分である。 
 プムロイの文献解題には、付録として当初
から現在までのターナークラブの組織につ
いての調査も網羅されているが、1850 年代に
は、全米のほとんどの地域にまで広がってい
るのが分かる。一般に、Ｆ・ヘッカーが創設
したとされる 1848 年 10 月のシンシナチの
Cincinnati Turnverein が、アメリカで最初
のターナークラブとされているが、その後の
数年のうちに、亡命者たちが多く居住したド
イツ人コミュニティのある東部や中西部の

都市に広がり、1855 年までに、74 のクラブ
ができている。会員数も急増し、1855 年から
1860 年の間に２倍になり、1万人を超えてい
る。 
ターナークラブの根源である、ドイツでの
ツルネルン運動は、「健全な身体に健全精神
が宿る」の標語のもと、フリードリッヒ・Ｌ・
ヤーンの著したDeusches Voksthum(1810)や、 
Deitsche Turnkunst(1816)に影響を受け、「再
興される独立ドイツは、全国統一、民主主義
改革、若者の身体的なエクササイズ、愛国的
な理想と自由への愛によって、実現する」と
いうものであったが、1848 年革命の勃発後、
保守派と改革派に分かれた。保守派は 1848
年、４月にハナウに Deutsche Turnerbund を
結成し、一方、改革派の急進的なツルネルン
は、バーデンの蜂起で知られる。 
アメリカ合衆国のターナークラブは、ヘッ
カ―、ストルーヴ、ミューラーたちのように、
その急進派で、革命後、亡命した人々によっ
て設立されたが、Milwaukee Turnverein を創
立したケルンの共産主義連盟のＡ・ヴィリッ
チ、Indianapolis Turngemmeide を指導した
ベルリン蜂起の者Ｔ・ヒールシャー、アイオ
アの Davenport Turnverein のシュレスヴィ
ヒ・ホルスタイン蜂起のＨ・Ｒ・クラウセン
らも加えられる。創設期の著名な指導者であ
った、カール・シュルツをはじめ、フランツ・
シーゲル、シグムンド・カウフマンなども、
それぞれターナークラブを設立している。彼
らは、ターナークラブを拠点に、政治、軍事
にも指導力を発揮した人々である。次の世代
が、クラブを通してビジネスやコミュニティ
の指導者、急進的な労働運動の指導者となっ
たのと対比される。 
（3）フォーティエイターズたちが、ヨーロ
ッパのリベラルな思想や気風を継続的にア
メリカに伝える役割を果たしたことが強調
される。ここでは、彼ら彼女らがアメリカ西
部に入植し、アメリカの民衆自決の民主主義
を作り上げるのに、草の根レベルから貢献し
たことを具体化する必要がある。 
 そこで、1854 年に共和党が生まれた場所で
あるウィスコンシン州を例示したいが、同州
は、1848 年当時、州昇格とフリーソイル問題
（奴隷制進展反対問題）で揺れ動いていた。
そして、政治懸案としては、その他にアンテ
ベラム期の三つの共通した社会改革とされ
た懸案である、奴隷制廃止、ネイティビズム、
禁酒主義が政治で顕在化されていた。これら
は、一つ一つが独自の懸案であったというよ
り、モラルの懸案として、一括して考えられ
る様なものであった。さらには、定数是正や
陪審制度の樹立など地域の社会問題の改革
もあった。 
フリーソイル党あるいはフリーソイルの
懸案については、Ｋ・Sweeney や、Ｊ・Mayfield、
Ｔ・Ｒ・Smith の研究が依然として輝きを放
っている。また、奴隷制廃止運動については、
Stuart の Holly Warriors が依然として秀逸



であるが、その他に最近では、McCarthy のも
の、Vorenberg、ウィスコンシン州のそれに
ついては McManus マクマウスがある。 
ノーナッシング党のネイティビズムや禁
酒主義については、Anbinder、Keller、Levine
や、Tylor が詳しく参考になるが、土着のネ
イティビストたちは、投票の不正、労働条件
の悪化、カトリック教徒の到来、飲酒、安息
日の郵便問題、移民の学校への支援問題など
で、新たに到来したアイルランド系やドイツ
系の移民に敵愾心を抱いていた。それは、第
三政党を生み、外国人を排斥しようとするも
のであったが、直接的にドイツ系を攻撃する
暴動も起こっていた。伝統的なアメリカ社会
を、政治的にも、経済的にも、社会的にも、
宗教的にも、壊すのではないかと危惧してい
たといえる。ことに、ドイツ系のターナーた
ちは、ネイティビストには、政治的に極めて
急進的で、独特の白い制服を着て、軍隊的な
団体訓練をするものと映っていたのである。 
こうした 1850 年代の状況の中で、ターナ
ーたちは、地域の問題では、学校での体操の
カリキュラム改革のみならず、より広い地域
改革、すなわち公共の公園や遊園地の造成や、
労働者の労働条件などの改善を訴えていた
が、ピッツバーグで開催された 1855 年の全
国大会では、奴隷制反対とともに、禁酒主義
とネイティビズムへの反対を訴えている。自
由と平等を主張するターナーたちは、北部の
一般的な奴隷制への反感と手を携えること
ができたが、禁酒主義、ネイティビズムを克
服するには、時間を要した。連邦レベルの政
治では、シュルツと共和党首脳との接近など、
ドイツ系の共和党への移行は、共和党がネイ
ティビズムや禁酒主義よりも、奴隷制廃止あ
るいは奴隷制進展廃止を選択せざるを得な
くなった、少なくとも 1858 年を待たざるを
得ない。 
しかし、ここで重視しなければならないの
は、ドイツ系の末端の政治組織としてのター
ナークラブを注視して、ドイツ系の奴隷制廃
止に関して果たした役割を考察することで
ある。フリーソイル党から共和党への再編の
過程で、改革懸案の中で奴隷制進展反対のイ
デオロギーがプライオリティを持つプロセ
スと、それにおけるドイツ系が果たした役割
については、Ｍ・ホネックの We Are the 
Revolutionist が、貴重な最近の研究である。
地域のターナークラブは、それぞれのターナ
ーを連携させ、全国組織化していったが、そ
の過程で、ドイツ系にとって奴隷制と移民反
対との合い矛盾する懸案への対応が、常時重
要なものとして論議された。しかし、重要な
ことは、アボリショニストや奴隷制に反対す
るアメリカの人々の協力によって、奴隷制を
維持する勢力への対抗心がネイティビズム
や禁酒主義を封じ込めていく方向を常に示
していたことである。 
南北戦争前までの、それが何時なのかを正
確に推定する作業が必要であるが、ドイツ人

コミュニティでの中核を担うターナーたち
は、共和党の支持者になり、それをコミュニ
ティに訴えた。フリーソイル党から共和党へ
の再編の過程で、確かにカンザス・ネブラス
カ法案やカンザス闘争が再編の契機とはな
ったが、実際の触媒的な影響力を持ったのは
ターナーたちであった。 
実際、南北戦争でも、ターナーたちは義勇
軍の師団を作り北軍の下に戦った。セントル
イスやワシントンを守り、Union を防衛する
ために戦った。志願兵にも多くのターナーが
いた。ドイツ師団のニューヨーク第２０連隊、
オハイオ第９連隊などは、ターナーによるも
のである。ヘッカ―もイリノイ州の 24 連隊
を率いた。 
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